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＜連絡事項＞
なし
＜患者様連絡事項＞
・金　留示子様～男性スタッフ、清明舎の橋本さんと一緒にＧＨゆめみらい、Ｂ型就労事業所「チョコ・クッキー」の見学目的で外出されている。ＧＨ見学の様子は、事前に質問事項を書いていた為、その項目を質問したり部屋を見て電化製品、家具の必要物についての相談をＧＨのスタッフ、ＳＷ、青明舎の橋本さんに相談しＧＨに関しての感想は否定的な発言は聞かれていない。就労（チョコ・クッキー）を見学して就労に興味ある仕事はなかったので別な就労が無いかなと橋本さんに相談していて本人様が働きたい仕事は（介護・清掃）等が希望しているとの事です。帰院後は見学中寒かったとスタッフには話していた。
・小豆畑　裕介様～浜市中福祉保険センター生活支援課より、3128円が郵送されている。
・小笠原　文人様～主治医よりフェルビナクスチック軟膏　40ｇ 1 本 処方。
皮膚科診察は土井先生の都合にてお休みとの事で、皮膚科処置の患者様は処置継続。
小笠原　文人様～尿素クリーム1本処方
＜要注目患者様情報＞
・小豆畑　裕介様～10/10頃、諸経費の支払い金額は3.200円程で2700円と持ち金が足りないと話す事あり。15：45人を疑うような幻聴がる事を訴え不穏・興奮時）の頓服コントミン（25）1T内服する。以後様子観察。
・高橋　義明様～夜間不眠の為、朝食後薬服用後より臥床傾向。昼食の声掛けに起きれず遅れて自ら覚醒し小走りでレストラン移動。昼食後薬服用後、一時的に声高の独語あり。声の抑制促しに制止出来ていた。易怒性なく過ごせている。
・板橋　利美様～各食の服薬時水を汲めないと介入を希望あり。実施を促すも「出来ない」と言い、出来ない事を強調にて介助後は訴えなく過ごせていた。
・民部田　和哉様～皮膚科の軟膏処方に対して診察後と言い在庫少ないのに我慢すると言い拒絶。小遣い帳を持参し書いた数字が気になると修正液を希望。説明にも納得せずこだわり修正する事からスタッフの傍を離れ易怒性や希死的念虜発言ない。

・田中　文男様～昼食前に声掛けするがいなくなり再度呼ばれた事に対し不満は発言あるが介入と説明で納得されている。夕方は、トイレの排尿時の汚染と失禁した事で交換している。汚染した事はつたえることは出来ている。
・小笠原　文人様～レストラン移動の際も椅子を持ってエレベーターに乗ろうとしたり、レストラン内でも食事摂取後より、手踊りしたりして落ち着きない状況がみられていた。椅子に座る様に促すと急に帰ると言い1人で帰棟。 

    　　　　　　　服薬の声掛けに、「時間を下さい」といわれ、コップを持参するのに時間要し再三の声かで服用している。また、カウンターのお湯を汲もうとするとき背中の後ろに立っている男性患者様に起こっている事あり。介入にてトラブルには至らず。徐々に気分高揚さがめだっている。今後も他者とトラブルに至らない様に関わっていく。
